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Radiology論文、1998年Sone et al,のLancet論文が世界
から注目され、その後1999年Henschke et al,のLancet
論文、そして、2002年米国がん研究センター（NCI）に
よるNLST研究の立上げへと続きました。そしてNLST
の研究結果は2011年8月にNEJM誌に報告され、世界
で初めて検診による肺がん死亡率減少がRCTで実証さ
れました。NLST報告論文には、日本でのCT検診に
対する広範な関心と研究が、NLSTの立ち上げに寄与
したことを、次の3編の論文を引用して述べています。
2001年Sone et al,（Br.J. Cancer）、2002年Nawa et al,
（Chest）、2002年Sobue et al,（J.Clin. Oncol.）の3編で
あり、各々の著者らが1993年～2000年に実施した低線
量胸部CT検診の分析結果に基づく報告でした。これら
の研究を含むCT検診の研究は本学会学術大会において
四半世紀にわたって議論され今日に至っています。
このようにして迎える、第25回学術大会の大会テー

マを『高精度CT検診の普及とがん死亡の減少をめざし
て』とさせていただきました。50,000名を超す検診参加
者から成る世界最大規模のRCTによって低線量CT検
診の肺がん死亡率減少が証明された今日、今後、さら
に詳細なエビデンスの蓄積に期待が寄せられるととも
に、CT検診そのものの高精度化の追求は、きわめて重
要な課題と考えます。本学術大会において、これまで
も種々の角度から追求されてきたこのテーマについて、
改めて議論を深めたいと考えます。そして、その議論

の対象として、CT検診認定機構が設立され、CT検診
認定医とCT検診認定技師がそれぞれの役割を担うCT
検診認定施設において、Computer Aided Detection/ 
Diagnosis（CADe/CADx）がその精度管理の一端を担
い、高精度のCT検診が実施される、本学会が想い描い
てきた構図に再度スポットを当てたいと考えています。
CT検診に不可欠な技術としてCADの存在があったは
ずです。しかし、CT検診の現場において、それが実現
しているとは言い難い現状にあります。
このことに関連して2013年AAPM（American Associ-

ation of Physicist in Medicine：米国医学物理学会）の
CAD-subcommitteeは、CADの臨床利用が進まない現
状を分析して、CADのQA（Quality Assurance）の重
要性とそれに関する研究の必要性を述べたガイドライン
を公表しました。これは、CADが実臨床で役割を担う
上できわめて重要な点と考えます。
今日、CT検診は、肺がん以外の胸部疾患においても
極めて重要な手段であるとともに、近年、特に大腸CT
への関心も急速に高まっております。
第25回学術大会が、明日のCT検診について大いに
語り合える場となりますよう、準備を進めて参りたいと
存じます。
詳細は、準備が整い次第、学術大会ホームページよ
り順次ご案内させていただく予定にしております。どう
ぞ、宜しくお願い申し上げます。
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The 25th  annual meeting of Japanese Society of CT screening
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第25回日本CT検診学会 学術集会のお知らせ

テーマ： 高精度CT検診の普及とがん死亡の減少を
 めざして
開催日： 2018年 2月9日（金）～10日（土）
開催地： 新潟グランドホテル
 〒951-8052　新潟県新潟市中央区
 下大川前通3ノ町2230番地
 http://www.ni-grand.co.jp/access/
大会長： 和田 真一（新潟大学医歯学系保健学系列）

第25回日本CT検診学会学術集会 大会事務局
〒951-8518 新潟県新潟市中央区旭町通り 2-746
TEL：025-227-2398　FAX：025-227-2398

第25回日本CT検診学会学術集会 運営事務局
（株）アド・メディック内
〒950-0078 新潟県新潟市中央区万代島5-1 万代島ビル 13F
TEL：025-245-4087　FAX：025-247-8101
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「CTの放射線防護  その最適化に向けて」に参加して
量研機構放射線医学総合研究所名誉研究員　
飯沼　武（医学物理士）

はじめに
2017年2月18日（土）に医療放射線防護連絡協議会

主催の第38回「医療放射線の安全利用」フォーラムが
開催されました。そのテーマが「CTの放射線防護、そ
の最適化に向けて」でありました。私たちはCTをがん
検診に利用することを目的とする学会に所属しているこ
ともあり、CT検査の正当化と最適化はもっとも重要な
課題であります。そこで本フォーラムに参加し、議論
をして参りましたので、その印象記を投稿したいと考え
ます。読者の先生方のご参考になれば幸いです。ご批
判をお願いします。

本フォーラムの概要
まず、本フォーラムのプログラムは以下の通りである。

開会挨拶 佐々木康人（医療放射線防護連絡協議会会長）
第Ⅰ部　基調講演
「CT線量評価の黎明期から現在、そして未来」
 鈴木　昇一（藤田保健衛生大学）
第Ⅱ部　パネル討論会
「X線診療におけるCTの放射線防護と最適化」
　1）座長イントロダクション
 大野　和子（京都医療科学大学）
　2）講演1「CT検査の最適化における画質評価」
 鈴木　滋（東京女子医大東医療センター）
　3）講演2「CT撮影標準化による画質と被ばくの最適化」
 高木　卓（千葉市立海浜病院）
　4）講演3「歯科におけるCTの最適化」
 原田　康雄（明海大学）
第Ⅲ部　総合討論
「X線診療におけるCTの放射線防護と最適化」
 座長　大野　和子
　指定発言　1）飯沼　武（放射線医学総合研究所）
　　　　　　2）石原陽太郎（GEヘルスケア・ジャパン）
閉会挨拶 菊地　透（医療放射線防護連絡協議会）

まず、鈴木昇一先生はCTの歴史からお話をはじめ、
最新のヘリカル、多重スライスCTへの技術の進歩に言
及されました。そしてCTの線量評価の変遷と発展につ
いて詳しく述べられました。
続いて、パネル討論会では司会の大野和子先生のイ

ントロダクションに続いて、3人の講演がありました。
鈴木　滋先生は医師の立場からCTの画質と線量の関係
について述べました。
どこまでの線量低減であれば診断には問題がないの

かを知ることは非常に困難であり、ファントムによる
物理評価だけでは難しく、個々の診断における臨床画
像での判断が必要であるとされました。高木　卓先生
は放射線技師の立場からさまざまなCT撮影の標準化と
線量の最適化に取り組んでおられることを報告されまし
た。今後も標準的な撮影における線量の指針を示して
ゆきたいとのことです。原田康雄先生は歯科領域にお
けるCT利用の現状と問題点について詳しく報告されま
した。歯科領域でもCT撮影がかなり多くなされている
ことをはじめて知り、びっくりした次第です。
最後に大野和子先生の司会のもとで、総合討論が行
われ、筆者（飯沼）と石原陽太郎氏が指定発言をしま
した。筆者はCT検診学会のメンバーとして、がん検
診、とくにCT肺がん検診における放射線防護の正当化
について発言しました。石原氏はCTメーカーの立場か
ら、線量低減技術の現状などについて発表されました。
大野先生は今後のCT撮影の最適化に向けた宣言を発表
し、本フォーラムを締めくくりました。
本フォーラムの正式な報告は放射線防護連絡協議会
の機関誌に掲載される予定です。

筆者の印象
読者の皆様はよくご存じだと思いますが、日本の医
療被曝の中で、CTの占める割合はもっとも多く、また
人口当たりのCTの保有台数は世界でもっとも多いのが
日本であります。このような現状から、今回のフォー
ラムは誠に時宜を得たテーマで開催されました。
特に私たちは日本CT検診学会の一員であり、CTを

がん検診に利用しているものとして、このCTの放射線
防護にもっとも深い関係があると言っても過言ではな
いと思います。
放射線防護の正当化の問題は、健診において特に重
要であります。というのは、健診では健康な人を対象
としているからです。通常の臨床では症状を持つ患者
が対象であるため、正当化の要求は比較的容易に満足
されると考えられます。
私たちはCT肺がん検診における放射線防護の正当化

について研究を続けてまいりました。故舘野先生はこ
の分野の第一人者でした。詳細は2015年のCT検診学
会誌に報告しておりますのでご関心のある方はご参照く
ださい。
これからもCT技術の進歩によって、画質を担保し
ながら、線量は下がってゆくと考えられますが、是非、
最適化に向けた診断能（感度と特異度）と線量の関連に
ついて研究を実施していただきたいと期待しておりま
す。
一方で、低線量における放射線リスクの中心課題
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肺がんCT検診認定機構 講習会および試験日程のご案内

第12回　認定医師更新講習会 兼 認定医師新規認定講習会
日　時： 平成29年3月26日（日）　9：45受付開始予定
会　場： 大阪国際会議場（グランキューブ大阪）1003

（大阪府大阪市北区中之島5丁目3－51） 
詳細 HP： http://www.ct-kensin-nintei. jp/ishi/

workshop/index.html

第18回　認定技師定期講習会、認定試験
日　時： 平成29年7月29日（土）、30日（日）予定
会　場： 滋賀医科大学（滋賀県）
詳細 HP： http://www.ct-kensin-nintei.jp/gishi/

workshop/index.html

第13回　認定技師更新講習会
日　時： 平成29年7月29日（土）予定
会　場： 滋賀医科大学（滋賀県）
詳細 HP： http://www.ct-kensin-nintei.jp/gishi/

koushin/kousyukai/index.html

日本CT検診学会2017年夏期セミナーのお知らせ

開催日： 2017年 7月22日（土）
開催地： コクヨホール
 〒108-0075 東京都港区港南1丁目8-35
 JR品川駅港南口（東口）を出て徒歩5分
代表世話人：丸山 雄一郎
 　　（JA長野厚生連　小諸厚生総合病院）
参加費：

医師、メーカー、
工学関係者 放射線技師他

会　員 10,000円   5,000円

一　般 15,000円 10,000円

第21回　読影セミナー
　担当：丸山 雄一郎（JA長野厚生連 小諸厚生総合病院）
第16回　肺気腫セミナー
　担当：佐藤　功（香川県立保健医療大学）
第11回　技術セミナー
　担当：長島 千恵子（国立がん研究センター中央病院）

※詳細は決まり次第、日本CT検診学会HP（http://
www.jscts.org）にてお知らせいたします。

であるLNT（Linear Non-Threshold：しきい値なし直
線）仮説は、CT検診学会のテーマではありませんが、
放射線の健康影響に関しては緊急な問題で福島事故以
後、とくに関心が高いことはご承知の通りです。筆者
はLNT仮説が過大評価であり、放射線ホルミシスは存
在していると考えております。今後の研究の成果を待ち
たいと思います。

終わりに
フォーラム「CTの放射線防護　その最適化に向け
て」に参加しましたので、その印象記を報告しました。

私たちはCTをがん検診に利用しているものとして、こ
の課題に常に向き合わざるを得ません。すなわち診断能
を維持できる最小の線量を追求することであります。
特に、日本においては福島事故の後、放射線の健康
影響に関して全国民が大きな関心を持つようになりまし
た。私たち、医療関係者はもっとも多く放射線を利用
しているものとして、
放射線に対する正しい知識を国民に伝える義務があ
ります。是非、読者の皆様のご意見をいただければ幸
いです。



8

JSCTSメールマガジン　2017年3月15日発行　第137号

カンファレンス紹介

どなたでも自由に参加できるカンファレンスを紹介します。
これ以外にもご存じのカンファレンスがありましたらご紹介下さい。

第167回東京チェストカンファレンス（TCC）
日　時： 2017年5月10日（水）　19時～21時
場　所： 東京逓信病院（管理棟5階・小講堂）
 飯田橋駅下車5分　HP：http://www.hospital.japanpost.jp/tokyo/access/index.html
 ● JR「総武線」飯田橋駅西口　徒歩5分
 ●地下鉄「有楽町線・南北線」飯田橋駅B2a出口 徒歩約6分
 ●地下鉄「東西線・大江戸線」飯田橋駅A4出口 徒歩約9分
参加費： 500円
事務局： 三澤（亀田総合病院附属幕張クリニック）　＜携帯＞090-1055-1917
備　考： 当日、軽食をご用意致しております。
 駐車場に限りがある為、公共の交通機関をご利用下さい。

今後の開催日は次の通りです。会場はすべて東京逓信病院を予定しております。
年間のスケジュールに組み込んでいただけますようお願いいたします。
・第168回　2017年7月12日（水）　19時～21時

国立がん研究センター東病院　胸部X線読影会
日　時： 毎月第2火曜日　午後7時30分より約2時間
場　所： 千葉県柏市柏の葉6-5-1　国立がん研究センター柏キャンパス内
 先端医療開発センター（旧臨床開発センター）研究棟3階　セミナールーム１
内　容： （前半）ご出席の先生から提示していただいた症例の読影・解説
 （後半）様々なテーマでの症例呈示・講演等
参加費： 無料
備　考： 双眼鏡多数用意してあります。
U R L： http://www.ncc.go.jp/jp/ncce/professional/seminar/dokuei.html
連絡先： 04-7133-1111（代）　事務局（院内PHS：91426）寺田
案内請求：miterada@east.ncc.go.jpまで。

Internathional Association for the Study of Lung Cancer開催のお知らせ

2017年10月15日（日）～10月18日（水）に浅村会
長のもと、世界肺癌学会が横浜で開催されます。10月
14日には IASLCのCT Screening Symposiumもあり、
NELSON trialの成績に関して何らかの報告が期待され
ます。

参加登録の画面は以下のURLです。
http://wclc2017.iaslc.org/registration-accommodation/
registration/

※ Non MemberでSingle day registrationが8月4日前
なら$400

※ CT Screening Symposium（10/14, 9 am-18 pm）への
参加は別途$125



9

JSCTSメールマガジン　2017年3月15日発行　第137号

JSCTSメールマガジン
2017年3月15日発行　第137号

〒102-0072　千代田区飯田橋3-11-15  UEDAビル6F
（株）クバプロ内
NPO法人 日本CT検診学会
発行責任者：中川　徹
編集発行：（株）クバプロ
TEL：03-3238-1689　FAX：03-3238-1837
E-mail：jscts-office@kuba.jp
ホームページ：http://www.jscts.org/
肺がんCT検診認定機構ホームページ：http://www.ct-kensin-nintei.jp/

編集後記
本学会の役員として、新しく藤原正則、満崎克彦の両先生をお迎えいたしました。大腸CT検査（CTC）につ

いて造詣の深い両先生が、撮影技術・診断技術だけでなく、検診における大腸検査のあり方についてご指導い
ただけるものと期待しております。
また、学会の監事は、長尾啓一先生から礒部威先生に引き継がれることとなりました。監事は、健全な業

務・会計を監査するという大変重要な役割であり、長らくお務めいただきました長尾先生に感謝を申し上げると
ともに、礒部先生には良識者の厳しい目で監査くださいますようお願いいたします。

（草野　涼）

スタッフ、その他募集

国立がん研究センター中央病院　肺診断グループ
当グループではチーフレジデント、レジデント、短期レジデント、厚労省計画研修医、対がん協会奨学医、他施設から

の任意研修医を募集しております。気管支鏡検査・治療、胸部X線およびCT読影について指導致します。
興味のある方は下記にご連絡下さい。

国立がん研究センター中央病院　呼吸器腫瘍科
土田敬明　ttsuchid@ncc.go.jp

神奈川県立がんセンター　呼吸器グループ（呼吸器内科・呼吸器外科・病理診断科・放射線腫瘍科）
当グループではシニアレジデント、レジデント、他施設からの任意研修医等を募集しております。
当施設では、主に肺癌の診断（画像診断、気管支鏡診断及び病理診断）から治療（手術療法・放射線療法・化学

療法・治験～臨床試験）に関して幅広く研修できることが特徴です。「がん薬物療法専門医」のための他科（腫瘍内
科・消化器科・乳腺外科等）研修ローテションも可能です。
興味のある方は下記にご連絡下さい。

神奈川県立がんセンター 呼吸器グループ kokyuki@kcch.jp
呼吸器内科　山田耕三
呼吸器外科　中山治彦
ホームページ：http://kcch-tog.umin.jp/index.html
募 集 期 間： 任意研修医は随時、レジデントおよびシニアレジデントは毎年10月に試験を行っております（詳細は

ホームページをご参照ください）。


